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状況

• 北朝鮮は、国営の朝鮮中央通信を通じて、２５日
「成功裏に地下核実験を行った」と発表しました。こ
れに先立ち、韓国大統領府は、２５日午前９時５４分、
北朝鮮北東部のハムギョン北道プンゲリ付近でマグ
ニチュード４．５の人工的な揺れが感知されたと発
表し、北朝鮮が３年前の１０月に続いて、再び核実
験を行った可能性があるとみて、確認を急いでいる
ことを明らかにしました。

（NHK１２：０９）



（気象庁HP）



現状

• 国連安保理決議第１６９５号および第１７１８
号違反

–弾道ミサイル発射や核実験の停止

• 第６回６者会合の成果文書の不履行

–すべての核計画の全かつ正確な申告



現状

• 政府は事実関係を確認中

• １１：４５ 官邸連絡室設置

（確認されれば、政府対策本部を設置）

（韓国）

• １３：００ 緊急の国家安全保障会議を招集



県の対応

• １２：２０ 市町村等へ連絡

• １２：４７ 漁業無線局へ一報

• １４：００ 緊急対応チーム参集



対応方針

• 情報収集（２４時間）

• モニタリング

–モニタリング車

–衛生環境研究所による大気モニタリング

• 県民への情報提供

• 漁船への情報提供



知事コメント

• 北朝鮮の核実験は、せっかく核軍縮へ向かい始め
た世界の潮流に逆行するものであり、強い憤りを覚
える。

• 安保理など国際社会で即刻こうした暴挙を封じ込め
るべきであり、政府も毅然とした対応をとって欲しい。

• 県民の安全を確保するため、県としても必要な情報
の収集、漁船等への情報提供に努めるよう指示し、
緊急対応チームを設置することとした。

平成２１年５月２５日


